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と表現される．
 この問題の解（一般には10ca1minimum）は，母点がVoronoi領域の外心と一致するような
配置であることが必要である．ただし，ここではVoronoi図形を含む最小の円を外接円，その
中心を外心と定義した．普通の意味の外接円は単体（2次元では3角形）以外では必ずしも存在
したいが，この意味の外接円は常に一意的に存在する．また，3角形の場合でも，鈍角3角形で
はこれらの定義は一致したい．ある初期配置から出発して操作的に10Ca1minimumを求めるに
は，次のようにすればよい．母点の初期配置に対するVoronoi分割を固定して，各母点をその
